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ア ワ ビ の 種 苗 生 産

青山宝蔵 ･佐藤敦 ･川村幸一戦

は じ め に

本県においてアワビは沿岸漁民の重要を収入源の一つであるが､その生態上乱獲されやすく古くから

資源の保護や増殖対策が叫ばれてきた｡ しかし現在でもその対策は漁期､殻長制限等による消極的な保

護対策が主であD､いく分積極的とみられる稚月の移殖tだよる増殖対策も､/,稚月を供給できる漁場が少を

く小規模にしか行をい得ない状態である｡

一方アワビの雌は産卵期になると1個体で100万粒以上の放卵を行をうが､初期稚貝の段階までに

大部分が威托･し､漁獲の対象vcなるまでにはごく少数の個体 しか生き縁ってい夜いものと考えられるo この

ため特に減耗の激しい稚貝の段階まで奇人=的に能率的に育成Ll人工採苗した稚月を放流する技術を

開発することはミアワビ漁業の当面する最大の関心事と怒ってきたoこうした状況のちとに青森県水産増

殖セyクーが新設され､今年度よbホクテガイ､アカガイと並びエゾアワビの種苗生産を行 うことにな

った.エゾアワビの種苗生産剛 ま､:'技術的にいまだ種々の問題があb研究段階であるが孟'･:本年実施

した事業の経過および結果の概要をとこVC報告する.

材料および方法

母 見

6月12日東通村白糠 よb潜水によb約150個体採捕 したo採描個体は殻長 9-13cmのもので､

生殖巣は未成熟で雌雄の判断は困難であった｡

7月19日風間浦村易国問よ950個体を潜水によb採捕した.雌雄の判別は可能であったが余b成

熟は進んでいなかった｡以上の母月は702ポ1)バケツVC径13相の穴を多数あけたものVC各20個体

収容し海中に垂下したo

餌科としてはワカメ､ コンプを与え母月の成熟を待 ったo

成 熟 促 進

6月12日に採賭した母見よ945個体を脱衣寵3個vc各15個体ずつ収容L1 6月14日よb20

℃で加温流水飼育を行をった07月20日に前日採捕 した母貝と生殖巣の成熟度を比較してみたが､幾

分前 日採浦の個体よb成熟度が高い程度で余b変Dは夜かつた.このため7月25日よD水温を24℃

にあげ.その後必要VC応 じて産卵誘発に供したム:母且の飼育水温は第 1図に示すとおDである｡

弊 川村幸一 :現在青森県水産修練所
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18時

干出した個体及び無干出の個体がそれぞれ 1個体ずつ放卵した0

23.0℃

4個体放卵｡ 112万の幼生を得た｡

09月15日

8時 50分～9時 20分､直射干出

9時20分 20.2℃

10時 50分 24･2℃

10時50分～11時20分 干出

11時20分 20･3℃

12時15分 24.5℃

1健棒のみ放精o 放卵をLo

付着初期餌料の培養

採甫坂 (パンライト波板30x30ml)1,000枚を0.5トンポリエチレン水槽10面に垂下し､ 3

2三角コルベンで中間培養したNaviculaspを投入 して付着させた.

浮遊幼生の飼育

8月26日に産卵 した卵は翌日には貯化し､浮遊幼生と怒ったので飼育を行なったo

幼生の飼育は､ 0.5トンボ1)エチレン水槽を使用し､ 12当b200個体､全体で112万個体の幼

生を飼育した｡

付着稚貝の飼育

幼生は約5日間の浮遊期を経て前述の採苗板に付着させた○底生移行後は0.6トン/時間の割合で海

水をかけながし､飼育を行在った0

12月初旬､平均殻長8mに伸長した稚貝は採苗板よb離し､海藻類を授与して飼育を行浸ったo

結果および考察

母月について

今年度は 6月中旬および 7月中旬に漁場よb潜水採捕 した母月を海中に垂下して成熟を待った〇一万

6月中旬に採浦したものの一部を加温流水飼育し成熟促進を試みた○生殖巣の肥大慶においては幾分天

然のものよb優っている様であったが産卵期日はk海中垂下のものと同じであったo成熟促進方法および

母月管理方法に問題があるものと思われる○

産 卵 誘 発

当初は温度刺激だけを行をっていたが､ 8月下旬よb干出刺激も併用して行ない産卵が誘発されたo

その後たて続けに干出を行をったため､母月を衰弱させた様でその後は正常夜卵が得られをかったo今

後は刺激の少をい自然な産卵を促すような誘発方法も考えていきたいo

初期発生および浮遊幼生

8月26日に得られた卵は直ちに10回洗推 し､その都度､沈降速度の遅い不良卵は流失させたo得

られた卵は殆んどが受精卵であった○
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水温21.6℃における発生経過.は次のとおDである｡

8月26日

17時50分

18時30分

19時

20時

21時

2細胞期

4細胞期

16細胞期

32細胞期

桑 実 期

8月27日

1時～1時 30分 埴輪子幼生

午后には幼殻を生じ被面子期に夜D､その

後 8月30日頃までは遊泳生活を続けるのが

みられたo

付着稚貝の飼育

8月31日､受精後5日目で底生移行が終

了 Ll 間口殻を生じはじめたので､9月1日以

降は海水をかけ流して飼育を行浸った｡

稚月飼育水温は第2図に示 したとおD

であD､冬季間は加温飼育を行をい15

℃以上に保つようにした○

稚月の発死率は第3図にみられるよう

に呼水孔が形成されるまでが最も高 く､

このステージまでに75%強が減耗したo

成長は受精後25日目で平均殻長1.3

仰 ､ 52日目で3.0mであったO昭和

44年3月末現在殻長 13mm､総数

3,500個の稚貝が得られた｡
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第3図 稚月の成長および生残率問 題 点アワビ種苗生産事業を事業




